
SMART W ellness Town PEP MOTOMACHI

○プロジェ クト の目的

本プロジェ クト Sm art W ellness Town PEP MOTOMACHIは、 元気な子どもを中心にした健康まちづく り推進プロジェ クト です。

郡山市の医療を支えてきた小児科診療所の移転新築に伴い、 郡山市本町のまちづく りの視点からのエリアづく り を行っています。

小児科診療所は、 地域材を利用し縦ログ構法による建物とし 、 旧病院跡地には、 木造仮設 (ログ仮設 )を再利用した 「 子育て支援」

「 薬局」 を設置し 、 エリ ア全体による本町活性化と 、 子供たちのためのエリアづく り をします。 二つの建物をつなぐものとして

ロハス (※1)の広場を設置し 、 子供達や地域の人が集まる公園とします。

(※1)ロハスとは、Lifestyles Of Health And Sustinab ility　 の頭文字を取ったもので、「 健康で持続可能な生活スタイル」を意味します。
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1Fに小児クリニッ クと連携した薬局と 2Fに子育て支援にも関連するコワーキングスペースが入っている。

建築物自体は、 東日本大震災におけるログハウス仮設住宅を再利用したプロジェ クト である。 建物を本町通り側に寄せ、 医院との間に

建物に囲まれた子供達のためのポケッ ト パークを作っている。

来院時や、イベント などの際にも気軽に寄ることのできる場所となり 、子供の病気以外の時にも子供達が集まり 、子育ての拠点として、

また町の保健室としての役割を持つことを目指している。



診察待合 予防接種待合 診察待合

小児クリニッ ク 菊池医院

○健康的な空間・環境づくり
・ 木を使用することは、木質空間
の心理的なストレス軽減効果や
シックハウスの低減などがあり、
居心地のよい空間づくりの重要
な要素となっています。
・また、地震や災害にも安全・安
心な建物としています。
・ エント ランスや待合スペースで
のロハス機能の可視化をはかっ
ています。
○フレキシブルな空間
建物中央部は、柱による区分けを
行い、1F は診察処置部門/2F は
フリーアドレススペースと回遊性
のある計画としています。また、
外来部門やフリーアドレスゾーン
は、将来の増築や使い方の変化
に合わせて変更可能となるよう、
最小限の壁配置によりフレキシ
ブルな空間構成としています。

水の貯留と 、 保水性のあるポーラスコンクリート

及び屋根への山水による夏場の冷却効果

木造のメ リ ッ ト である軽量化による、

地盤改良工法の簡易化と地中熱利用の検討

外観 フリーアド レスゾーン 病児保育ゾーン



ログ仮設住宅の解体風景

ログパネル構造試験のよう す

縦ログパネルの壁で構成された室内空間

「 木の空間」をささえるサスティナブルな2つの技術

縦ログ×小児クリニック

東日本大震災の仮設住宅として福島県内で利用された

木造仮設住宅を解体し 、 再利用しました。

1・ 縦ログ構法

「 縦ログ構法」「 木造仮設の再利用」 という ２ つの技術を使い、 クリニッ クと薬局を計画

しました。

木造仮設再利用×薬局・跡地活用

2019 年ログハウス仮設住宅の解体風景

（ 福島県二本松市杉田農村広場仮設団地）

ログ材（ 木造仮設部材） の保管

ログ材（ 木造仮設部材） の再建築

2 ・ 木造仮設再利用

縦ログ構法とは、 角材を一定の大きさに切り揃えて結束し 、

木の壁（ パネル） を作る構法です。 木の打放しの空間を

体験することができ、 横ログにはない新しい空間を作ることが

できます。 このパネルひとつで構造・ 内装、 断熱材の役割を

果たす、 単一多機能部材です。 地元木材を使用し 、 地域の工場

でパネルを作ることができるので、 過疎化が進む地域の産業に

も貢献しています。

＜仮設時（ 住宅）＞

＜再利用時（ 薬局・ コワーキングオフィ ス）＞
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